
学校だより第１号                          令和８年４月２２日 

 

「笑顔」と「一生懸命」 
校長  菅原 知昭 

  

チューリップやサクラソウが咲き、小鳥のさえずりが響き渡る中、学校では元気な子ど

もたちの声が響き始め、大鷲小学校の令和８年度がスタートしました。 

４月１０日（金）の入学式では、６名の新１年生

を迎えました。上級生の大きな拍手に迎えられ、少

し緊張しながらもしっかりと話を聞き、上級生の皆

さんに『よろしくお願いします』のあいさつをした

１年生。とても立派でした。 

２年生以上の子どもたちは、素敵な笑顔と心地よ

い拍手で１年生をあたたかく迎え入れてくれまし

た。５，６年生の皆さんは、１年生の子どもたちが

うれしさいっぱいのスタートになるように、体育館や１年生教室、玄関など入学式の会場

づくりに一生懸命取り組みました。大鷲小学校全校８８名が、安心いっぱい、喜びいっぱ

いの学校生活に向けて、みんなで心を合わせ、力を合わせてのスタートとなりました。 

さて、始業式では、わたしが学校生活で大切にしてほしいことを話しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校は、様々な考えの子どもたちが集います。よく聴くことで新たな考えに出会い、学び

が広がります。相手に聴いてもらえたという経験は、相手への安心を増やし、自己を表現し

やすくなります。そして、新しいこと、難しいことにも挑みやすくなります。聴き合える関

係の中で『一生懸命』に挑み、学ぶことを通して、『わかる・できる』が増えて『笑顔』に

つながる。大鷲小学校はそんな『笑顔』と『一生懸命』を大切にしていきます。 

子どもたちの成長は、学校はもちろん、保護者の皆様、地域の皆様と共に見守り、支え、

喜び合うことで、更に大きくなっていきます。本校教職員一同、心を合わせ、力を合わせて

教育活動に尽力して参ります。ご理解、ご協力をどうぞよろしくお願いします。 

〇よく聴くこと 

⇒学習の内容や友達の気持ちがわかるようになる。聴いてもらえた人の安心が増える。 

〇思いや考えを相手に伝えること 

⇒おはよう、ありがとう、ごめんなさいなど、挨拶や気持ちを伝えることは勇気がいる

こともあるが、相手に伝わると笑顔が増える。 

〇やってみること 

⇒新しいこと、難しいことに出会うのが学校。やってみて失敗することもあるが、それ

も大切な経験。失敗を恐れず、まず挑戦してみよう。できる、わかるが増える。 

 


